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札幌市豊平川さけ科学館 （≠水族館）

✓ 【飼育展示】サケ科20種、淡水魚ほか約40種

✓ 【調査研究】豊平川のサケや水辺の生きもの

✓ 【普及啓発】市民に身近な自然を知ってもらう

✓ 【環境保全】札幌の自然環境を守る



稚魚降下（3～5月）

卵～仔魚

産卵（9月～翌1月）

野生魚 海川

放流魚

日本
水産資源研究所HP引用

母川回帰

サケの一生 イラスト：かじさやか氏



野生のサケを脅かす４つのH

1.Habitat（生息環境）

2.Harvest（漁業による乱獲）

3.Hydropower（ダム建設や利水）

4.Hatchery（ふ化放流）

絵かじさやか

放流魚
自然環境下で適応度が低い

＝ サケを取り巻く 生物多様性の課題

森田（2019）



日本のサケの回遊ルートと水温（森田2015）

気候変動の影響 海の環境

《温暖化の影響》
・遡上時期
・分布域北上
・小型化

《親潮の弱化》
・稚魚の好適水温帯の継続期間の短縮
・稚魚のオホーツク海への回遊阻害
・稚魚のエサ環境悪化

地球温暖の影響
・来遊時期が世界的に早まっている

海水温実況図 気象庁

親潮



気候変動の影響 川の環境

気温2℃上昇→降雨量1.15倍（北海道）
洪水調節機能の増強

国土交通省

渇水期間の増加

例年 2024年



『札幌ワイルドサーモンプロジェクト立ち上げ』
《目的》 豊平川生まれの野生サケを増やす
《メンバー約50人》 さけ科学館、研究者、
河川管理者、行政、コンサル、企業等

《活動》 放流数を減らすための順応的管理
産卵環境の改善、モニタリング調査
普及啓発、合意形成

野生魚

69%

放流魚

29.7%

迷入魚

0.3%

カムバックサーモン運動（1979） 豊平川のサケ内訳（2006～2012）

生物多様性の課題や気候変動の影響をどう伝える？

さけ科学館だけではできない
ことをみんなと一緒に



《産卵環境の改善》

環境改善とモニタリング調査

《モニタリング調査》

産卵床の環境計測 降下野生稚魚の捕獲

卵の生存確認 仔魚の生存率



パネルディスカッション
「どのような環境がどれくらあるとよい？」

・チョウザメが住める環境
・サクラマスの産卵場所
・たくさんのワンドをつくる
・バーベキューができる河原

さけ科学館開発局北海道
札幌市NPO

SWSP

漫画家

高校生

大学名誉教授

小学生



『石狩川流域生態系ネットワークへの参加』

生物多様性を保つため、「守るべき自然環境」「優れた自然条件がある地域」を核として、
これらを有機的につなぐ役割（国土交通省）

生態系ネットワーク形成のイメージ（北海道開発局）

願望/妄想の段階ですが・・・
流域生態系ネットワークを活かし、
石狩川のサケ個体群を保全したい。
例：サケのMSC認証（海のエコラベ
ル）を取得し、住民も食べて応援！
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